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国指定天然記念物ミヤコタナゴ⽣息調査
全体では昨年度に⽐べ 16％減少の 547 匹

　10月21日、山田地区でミヤコタナゴ生息状況調査が
行われました。昨年度の稚魚が順調に生育し、成魚が
473匹となったものの、今年度の稚魚は減少し74匹と
なりました。今後も減少傾向の流れを止めるべく、県水
産試験場の指導を受けながら生息環境を整えていきます。
　保存会会長は「山田の宝であるミヤコタナゴを子ど
もたちの世代につなぐため、今後も地域で協力して
守っていきたい」と話してくれました。

今年も社員の想いを寄附にして…
「私の地元応援募⾦」が⽮板市⼦ども未来基⾦へ

　10 月 20 日、市役所で明治安田生命保険相互会社
様から市に対して 71万 2,500 円の寄附がありました。
これは、同社が 4年前から地域貢献活動として実施
している「私の地元応援募金」によるもので、矢板市
出身や矢板市に勤務したことがある社員の方が自主的
に募金をする活動です。いただいた貴重な想いは、子
ども未来基金へ積み立てられ、子育て支援に活用され
ていきます。

「環境を作ることを⼤事にする会社」
⾼原林産（株）様から⼦どもたちの読書環境整備へ寄附

　10 月 20 日、市役所で高原林産（株）様から「と
ちぎん SDGs 私募債」を活用しての寄附（６万円相当）
がありました。これは、栃木銀行様の寄贈付き SDGs
私募債を活用しての寄附で、市の学校電子図書館「と
もなりライブラリー」の電子書籍購入に充てられます。
　白石代表取締役は、「昭和39年の創業以来、地域の
環境を作っていくことを大事にしてきた。今回の寄附が
子どもたちの読書環境向上に役立てば」と話されました。

市政功労者表彰受賞

　11月 1日、矢板公民館で市政功労者に対する表彰
式が行われました。
　受賞された皆さんは、長年にわたり、各分野でご活躍
された方、篤行に優れた方で、市長からはこれまでの功
績に対する感謝の言葉とともに表彰状が手渡されました。

（左から）齋藤市長、高原林産（株）白石  盛道代表取締役、同白石  光子取締役

（左から）齋藤市長、明治安田生命保険相互会社  宇都宮支社  細井支社長、同竹越
市場統括部長、同矢板営業所  益田所長、同矢板営業所  梅辻リンクコーディネーター
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瑞宝双光章
【消防】

石川　希吉さん
（沢）

1971 年から 2012
年まで塩谷広域行政
組合において消防業
務に精励され、消防
司令長等を歴任され
ました。

瑞宝双光章
【警察】

齋藤　富雄さん
（扇町二丁目）

1969 年から 2010
年まで栃木県警にお
いて警察業務に精励
され、警部などでご
活躍されました。

瑞宝双光章
【消防】
山口　諭さん
（片岡）

1971 年から 2011
年まで塩谷広域行政
組合において消防業
務に精励され、消防
司令長等を歴任され
ました。

旭日双光章
【地方自治】
大森　義仁さん
（扇町二丁目）

1991 年から矢板
市議会議員を４期務
め、副議長などを歴
任されました。

厚生労働大臣表彰
【生活衛生功労者】
渡辺　稔さん
（上町）

　県美容業生活衛生
同業組合副理事長な
どの要職で、多年に
渡り生活衛生の向上
に取り組まれた功績
が評価されました。

兪

瑞宝単光章
【電気施設保全業務】
渡邊　和芳さん

（安沢）

　長年、電気施設保
全業務に従事され、
現在においても（株）
新生エンジニアリン
グ総括作業班長とし
て活躍中です。

祝・秋の叙勲受章・厚⽣労働⼤⾂表彰受賞

　11月 3日発令の令和 5年秋の叙勲において、市内
から 6人の方が栄えある受章をされました。
　また、10月 20日には、渡辺  稔さんが、生活衛生
功労者として厚生労働大臣表彰を受賞されました。

　写真でご紹介する皆さまのほか、秋の叙勲において
中在住の荒巻  貴子さんも社会福祉功労で瑞宝双光章
を受章されています。
　表彰を受けた皆さま、誠におめでとうございます。

※順不同・敬称略

  各分野で功労顕著な方

鈴木　幹夫 統計

松平　祐宣 教育

宮本　妙子
市議会議員

中村　久信

齋藤　良藏 行政区長

村井　信之 

学校医池田　　斉

荒井　敏明

大谷　正男 学校薬剤師

    篤行に優れた方

乙川　和子

援護厚生
（老人給食）

笹沼　愛子

中村　治代

西田美智子

丸山　重雄

舟山　和子

社会福祉施設
への慰問

村本　悦子

野上　秋人

渡邉　和子

海瀬　元之 各種
奉仕活動山口　勲子

森　　純一 市に対し
寄附・寄贈
された方森　　珠江

滕
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芸術の秋
第 56回⽮板市⽂化祭を開催

　11月 1～ 3日に作品展・盆栽展・華展・茶会が開
催され、市民の皆さんの文化活動の成果が披露されま
した。会場内には、書道・写真・俳句・絵画・手芸な
ど、257 点の力作がずらりと並んだほか、5日には芸
能発表会も行われ各会場は多くの方でにぎわいました。
来場者は、「感性豊かな作品が多く、目と心で楽しま

せてもらった」「皆さんの日ごろの努力を感じました」
と話してくれました。

本格シーズンを前に市特産のリンゴをPR
樹上完熟のおいしさを知事に伝える

　10 月 31 日、県庁で、市内リンゴ生産農家の荒井  　　 
貴良さん、加藤  博樹さん、手塚  正之さんが、齋藤
市長とこれから収穫の最盛期を迎える市の特産リンゴ
の出来栄えを福田知事に PRしました。矢板北スマー
ト IC を利用し来客は増えているが、今年は猛暑の影
響で収穫量が若干心配と話していました。
　試食した知事は「とても甘い。樹上完熟のおいしさ
を多くの方に届けて欲しい」と話されました。

○

「地域の⼦どもは地域で守り育てる」
⼄畑ひまわりスクール、地域の⼒で祝 10年

　10月29日、乙畑小学校で乙畑ひまわりスクール開
設10年記念式典が開催されました。地域ボランティア
の方によって立ち上げられた放課後子ども教室として、
異学年や大人との交流活動を10年間続けてきました。
　市村会長は、「なによりも地域の子どもたちの成長
を見守れることが私たちの喜びと誇り。これ
からも地域の絆とともに活動を続けたい」と
話しました。

２年ぶり 13度⽬の全国⼤会へ
⽮板中央⾼校サッカー部が栃⽊⼤会を制覇

　11 月 11 日、第 102 回全国高校サッカー選手権大会
栃木大会決勝戦が行われ、延長戦の末、矢板中央高校が
2-1 で勝利し全国大会への切符を手にしました。決勝点
をあげた小森  輝星選手がインタビューで「（途中で負
傷交代した）キャプテンを全国に連れて行こうと皆で団
結した」と話したように、まさにチーム一丸、総力戦で
の勝利でした。全国大会の初戦は 12月 29 日 14 時 10
分から東海大仰星（大阪）戦に決定しました。

みんなで防災について考えよう
防災まつりに⼦どもたちが⼤集合

　11 月 11 日、イケポス池田キッズハウス（矢板市
子ども未来館）で子どもたちとともに防災について考
えることを目的として、防災まつりが開催されました。
消防車や救急車の展示があったり、AED・水消火器の
体験コーナーが設置されたりするなど、約 450 人の
子どもたちが集まりにぎわいました。
　参加者は、「女性消防団の話がおもしろかった」「ス
タンプラリーが楽しかった」などと話してくれました。

（株）⾕⼝建設、地域への感謝を込めて
⼩中学校電⼦図書館ともなりライブラリーへ寄附

　11 月９日、市役所で（株）谷口建設様から「とち
ぎん SDGs 私募債」を活用しての寄附（6万円相当）
がありました。これは、栃木銀行様の寄贈付き SDGs
私募債を活用しての寄附で、市の学校電子図書館「と
もなりライブラリー」の電子書籍購入に充てられます。
　谷口代表取締役は、「地域とともにある企業として、
地域の未来を担う子どもたちに還元できることはとて
もうれしい。これからも精進したい」と話されました。 （左から）齋藤市長、（株）谷口建設谷口  甚一代表取締役、同谷口  イキノ取締役

（左から）手塚  正之さん、加藤  博樹さん、荒井  貴良さん、福田知事、齋藤市
長、村上市農林課長

式典の様子はこちら


